
 

 

 

 

 

 

平成 29年 7月号 No18 

 

砂川市病児･病後児保育施設  

℡ 0125－54－2278 

 日に日に日差しも強くなり、いよいよ夏本番ですね！大好きな水遊びや戸外遊び、夏のあそびを思いっきり 

楽しんでいることと思います。紫外線が多く、気温も湿度も高くなるこの時期は、元気そうに見えても、体は 

意外と疲れています。家庭ではゆったりと過ごせるように配慮していきたいですね。３食しっかり食べて、休息・

水分補給をし、夏の暑さに負けず元気いっぱい過ごしていきましょう。 

 

 

 

夏に気をつけたい代表的な 3 つの感染症 

どうして起こるの? 

       熱中症 

 

気をつけよう！ 

夏に流行する病気 

 

 

 

 

汗がかけなくなることで、体温調節ができ

なくなるために起こります。体調にもより

ますが、気温 32℃以上、湿度 60％以上の環

境で、十分な水分補給をしなでいると発症

しやすいといわれます。さらに子どもは大

人より脱水症状を起こしやすいので、より

注意が必要です。 

 

手足口病 

手のひらや足の裏、口の中な

どに小さな発疹や水泡がで

る。感染力が強いので何度も

かかることもある。 

ヘルパンギーナ 

高熱とのどの痛み。特にのどは、

水泡や潰瘍ができるため、かなり

痛む。(乳児はミルクが飲めないこ

ともある。) 

プール熱 (咽頭結膜熱) 

高熱とのどの痛みのほか、目の

痛み、かゆみ、充血など、結膜炎

のような症状がでる 

保育室の様子 


